
 

 

 

「重要な研究開発課題」の実施状況 （平成１８年度・１９年度） 

     ※ 「平成１８年度フォローアップ」（情報通信ＰＴ（第４回）参考資料１）、 「平成１９年度フォローアップ」（情報通信ＰＴ（第７回）参考資料１） より抜粋 

重要な研究開発課題 平成１８年度の実施状況 平成１９年度の実施状況 

（ⅰ）ネットワーク領域 

1 
利用者の要求に対してダイナミックに

最適な環境を提供できるネットワーク 
 

ダイナミックネットワーク技術の研究開発において、多種多様なネットワークや端末から構成され

るネットワークにおいて、最適な通信環境が安定的に提供できる技術開発を実施。 

2 100 億個以上の端末の協調制御
ユビキタスネットワーク（何でもどこでもネットワーク）技術の研究開発において超小型チップを協

調制御する技術について研究されている。 

ユビキタスネットワーク（何でもどこでもネットワーク）技術の研究開発において超小型チップネッ

トワーキング技術やネットワーク制御・管理技術等について研究を実施。 

3 

超高画質コンテンツ配信が柔軟

にできる高速・大容量・低消費電

力ネットワーク 

フォトニックネットワーク技術に関する研究開発において、100Tbps クラスのルータの開発等を目

標として研究開発している。次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発において、ペタビット

クラスのネットワークを高信頼・高品質で提供しつつ効率的に運用するためのネットワーク制御

技術について研究されている。 

フォトニックネットワーク技術に関する研究開発において、100Tbps クラスのルータの開発等を目

標として研究開発を実施。次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発において、ペタビットク

ラスのネットワークを高信頼・高品質で提供しつつ効率的に運用するためのネットワーク制御技

術について研究を実施。また、次世代高効率ネットワークデバイス技術開発について消費エネ

ルギーの低減に大きく貢献するルータ・スイッチにおける速度向上を目指した研究開発を実施す

るとともに、機器そのものの消費エネルギーを低減するための研究開発を実施。 

4 
ワイヤレスネットワークによるユ

ビキタスモビリティ 

未利用周波数帯への無線システムの移行促進に向けた基盤技術の研究開発において、ミリ波

帯基盤技術について研究されている。移動通信システムにおける周波数の高度利用に向けた

要素技術の研究開発において、コグニティブ無線技術について研究されている。 

未利用周波数帯への無線システムの移行促進に向けた基盤技術の研究開発において、ミリ波

帯基盤技術について研究を実施。移動通信システムにおける周波数の高度利用に向けた要素

技術の研究開発において、コグニティブ無線技術について研究を実施。 

5 
利用者の要求に応じたデペンダ

ブルなセキュアネットワーク 

次世代バックボーンに関する研究開発において、各要素技術の基本研究、基本機能の開発評価

を行った。 

次世代バックボーンに関する研究開発において、各要素技術の検証や要素間連携の検討等を

実施。 

6 
幅広い利用者が使いやすい情

報通信ネットワーク 
 

全国規模かつ国際間に跨る超高速・高機能なテストベッドネットワークを構築し、先端的な情報

通信技術の研究開発や実証実験を実施。 

7 
融合技術課題（テラヘルツデバイ

ス、医療IT、ITS技術の高度化） 

多様な ITS サービスを一台の車載器で利用出来る車内環境の実現を目指した規格・仕様を策定

した。 
ITS に係る研究において公道実験を実施して車載器の動作を確認。 

（ⅱ）ユビキタス（電子タグ等）領域 

8 ユビキタス創造的生活支援基盤

ユビキタス場所情報システムの普及に向け、全国 8 ヶ所における試験的運用において、様々な

環境下での稼働性の検証とそれに基づく課題の確認などをおこなった。また、電子タグによるグ

ローバルなトレーサビリティを高速かつ安全にするための要素技術の試作、開発及び機能検証

を実施した。 

自律移動支援システムの普及に向け、経路誘導に必要なデータ項目やサービス提供における

官民のルールづくり等を進めると共に、実証実験を実施した。また、電子タグによるグローバル

なトレーサビリティを高速かつ安全にするため、韓国などアジア 3 カ国との国際実証実験による

総合機能検証・改良・評価を実施した。 

9 実世界状況認識技術 

100 億個以上の端末（電子タグ等）の協調制御の実現に向け、100 億個の小型チップの情報管

理・検索方式についてプロトタイプを構築・改良した。また、電子タグのシームレスな情報管理や

ネットワークとの関連づけを実現する技術を設計・試作・実験・改良した。 

100 億個以上の端末（電子タグ等）の協調制御やユビキタスセンサネットワークの実現に向け、

ネットワーク優先制御の効率化、大容量データ処理速度の向上等を図った。また、ネットワークを

利用した電子タグの高度な利活用を実現するための要素技術を確立。 

10 ユビキタス指向ネットワーク開発
センサーネットワーク制御・管理技術において、近傍のセンサーとタイミングを合わせるための

要素技術に関する設計・試作・実験・改良をおこなった。 

ユビキタスセンサーネットワーク技術の中核的な要素技術の確立に向け他プロジェクトとも連携

しつつ実証実験等を行い、その有効性を検証した。 

11 先進ユビキタス・デバイス開発 
国際標準に準拠した電子タグの普及に向け、海外における導入の実証、異なるコード体系の相

互運用、セキュリティ強化型電子タグの開発をおこなった。 

平成 18 年度までに耐久性を有した国際標準に準拠した電子タグを低コストで製造するための基

盤的技術の開発が完了し、この成果を生かした電子タグの販売が 19 年秋より開始された。 

12 ユビキタス・セキュリティ基盤 

安全かつ個人プライバシー保護を目的としたセキュア情報システムの開発に向け、大容量デー

タに対応した電子タグ及び組込み型基本ソフトウェアの、主な仕様を確定した。また、通信の制

御、認証、セキュリティ確保等に必要なソフトウェアの一斉送信等を行う高信頼な通信方式の検

証をおこなった。 

安全かつリアルタイムに利活用することを目的としたセキュア情報システムの開発として、耐タ

ンパー実装された高機能セキュアチップの実装・評価、セキュアな組込み OS の実装・評価を実

施した。 
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重要な研究開発課題 平成１８年度の実施状況 平成１９年度の実施状況 

（ⅲ）デバイス・ディスプレイ等領域 

13 
CMOS-LSI 用超微細化プロセス

技術 

14 
現状の技術飽和を克服する飛躍

的な設計・開発支援技術 

17 

知的財産権あるいは設計リソー

ス有効活用・再利用のためのプ

ラットフォームつくり 

45nm レベル以細の微細化を可能とする半導体プロセス・材料技術の確立に向け、ひずみシリコ

ン等の高移動度材料を使ったトランジスタの開発、漏れ電流を抑制するための高誘電率材料に

よるゲート絶縁膜の薄膜化技術（膜厚 0.5nm）などの開発をおこなっている。また、情報家電の低

消費電力化・高度化に資する半導体アプリケーションチップについて、開発をおこなっている。 

45nmレベル以細の微細化を可能とする半導体プロセス・材料技術の確立に向け、漏れ電流を抑

制するための、高誘電率材料によるゲート絶縁膜、従来の多結晶シリコンに替わるメタルゲート

電極を用いた新構造トランジスタ等を開発している。また、情報家電の低消費電力化・高度化に

資する半導体アプリケーションチップ技術について開発し、マルチコア化と電力制御による大幅

な低消費電力化実現などの成果が出ている。 

15 
新情報蓄積技術（高性能不揮発

性メモリと先端ストレージ技術） 

大容量・高速・低消費電力のテラビット級ストレージの実現に向け、パターンドメディア技術等を

用い、1Tbit/inch2級の高密度と記録・再生の高性能の実証をおこなった。また、高性能不揮発性

メモリの実現に向けて、スピントロニクス技術の開発をおこなっている。 

高性能不揮発性メモリの実現に向け、ギガビットを超えるスピン RAM(読み書き自由なメモリ)、不

揮発性スピン光機能素子・スピン能動素子等のスピン新機能素子実現のための基盤技術を開発

している。また、不揮発性ロジックインメモリの基本演算要素の回路モデルの構築、メモリセル回

路についての検討・設計及び高速ストレージシステムの技術的課題の抽出を行っている。 

16 通信・ネットワーク用デバイス 
爆発的に増大する情報を省エネルギーかつ安定的に処理する光ネットワークを目指し、フォトニ

ックネットワーク技術として、光スイッチ等の開発をおこなった。 

動作原理に近接場光を用いる低損失オプティカル新機能部材を実現するため、ナノ構造体間の

近接場相互作用のシミュレーション技術等を開発している。 

18 
低消費電力化技術（デバイスか

らシステムまで） 

次世代半導体、ディスプレイ、光スイッチングデバイス、パワーデバイス、超電導デバイス、リモ

ート管理技術等において、低消費電力化のための研究開発をおこなっている。 

情報爆発時代に向けて IT 機器の省エネを図るため、次世代半導体プロセス、半導体アプリケー

ションチップ技術、パワーエレクトロニクスインバータ、大型ディスプレイ、低損失オプティカル新

機能部材、リモート管理技術等、低消費電力化のための研究開発を実施している。 

19 非シリコンデバイス 

省エネルギーな IT 利活用の実現に向け、パワーデバイスとして、ワイドギャップ半導体デバイス

を用いた高効率インバータ等の実用パワーエレクトロニクス技術の開発をおこなっている。ま

た、高周波デバイスとして、GaN 系デバイスの開発をおこなった。 

省エネルギーな IT 利活用の実現に向け、SiC モジュールを用いた kW 級のパワーエレクトロニク

スインバータの試験を行い、損失評価法を確執し、損失低減条件を明確にするための研究開発

を実施している。 

20 
有機ディスプレイを含むディスプ

レイ技術 

大画面・高精細なコンテンツ視聴を可能とするなど省エネルギーで豊かな社会の実現に向け、

高効率の EL 発光材料に関する研究をおこなった。また、液晶ディスプレイ等について、ガラス基

板上に高性能な薄膜トランジスタ回路を作成する技術開発をおこなっている。 

次世代大型低消費電力ディスプレイを実現するため、液晶ディスプレイでは高品質絶縁膜・半導

体膜の成膜技術、プロセス技術、プラズマディスプレイパネルでは放電における保護膜の二次

電子放出機構の解明及び材料開発を実施している。 

21 

将来デバイス（先端光デバイス、

ポストシリコン、MEMS 応用、磁

束量子回路など超電導デバイ

ス、センサー等） 

省エネルギーな IT 利活用の実現に向け、低損失オプティカル新機能部材の技術開発をおこなっ

ている。また、単一磁束量子回路(SFQ)を用いた低消費電力型超電導ネットワークデバイスの開

発等をおこなった。 

省エネルギーな IT 利活用の実現に向け、低損失オプティカル新機能部材の技術開発をおこなっ

ている。また、SiC モジュールを用いた kW 級のパワーエレクトロニクスインバータの研究開発を

実施している。 

22 
System-on-a Chip 技術と組込み

ソフトウェア技術 

System-on-a Chip 技術としては、半導体アプリケーションチップの開発をおこなっている。組込

みソフトウェア技術としては、情報家電機器の相互接続性・運用性の確保に向け、高信頼・相互

運用性のある標準に準拠したサービス連携管理、デジタル情報機器に対するインシデント情報

の共通仕様策定等をおこなっている。 

System-on-a Chip 技術としては、半導体アプリケーションチップ技術を開発している。組込みソフ

トウェア技術としては、情報家電機器の相互接続性・運用性の確保に向け、デジタル情報機器の

認証技術、遠隔操作のための高信頼リモート技術、不正アクセス拒絶のための制御技術等を実

施している。 

（ⅳ）① セキュリティ領域 

23 情報セキュリティ技術の高度化 

情報システム、ソフトウェア又はネットワークに関して、新たな脅威に対応した情報セキュリティ

に係る被害を未然に防止する技術及び、被害が発生した場合にもその被害を局限化できるよう

な技術等の開発を行っている。 

情報システム、ソフトウェア又はネットワークに関して、新たな脅威に対応した情報セキュリティ

に係る被害を未然に防止する技術及び、被害が発生した場合にもその被害を局限化できるよう

な技術等の開発を行っている。 

24 
技術を補完しより強固な基盤を

作るための管理手法の研究 

国民生活・経済活動・安全保障に密接に関連する情報セキュリティを適切に確保し、IT を安心し

て利活用できる環境を整備するため、適切な組織体制の確立、信頼性の高い情報システムの構

築に資する技術等の開発を行っている。 

国民生活・経済活動・安全保障に密接に関連する情報セキュリティを適切に確保し、IT を安心し

て利活用できる環境を整備するため、適切な組織体制の確立、信頼性の高い情報システムの構

築に資する技術等の開発を行っている。 
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重要な研究開発課題 平成１８年度の実施状況 平成１９年度の実施状況 

（ⅳ）② ソフトウェア領域 

25 
高信頼・高安全・セキュアな組込

みソフトウェア設計開発技術 

組込みソフトウェアの設計開発技術の確立に向けて、現場における設計開発手法を知識化・体

系化するとともに、各種の理論・手法を実システムへ適用するための調査研究を行っている。 

組込みソフトウェアの設計開発技術の確立に向けて、現場における設計開発手法を知識化・体

系化するとともに、各種の理論・手法を実システムへ適用するための開発等を行っている。 

26 

課題解決力や国際競争力の高

いサービス提供を可能とする次

世代のオープンアーキテクチャ

及びその開発基盤の整備 

次世代トータルアーキテクチャに基づく開発の信頼性などに関する基準を設定した。また、情報

家電センサー・ヒューマンインターフェイスデバイス活用技術について、実生活を模擬した測定

に必要なモデルデータを収集した。 

情報システム開発の信頼性などに関するガイドラインなどを設定した。また、情報家電センサ

ー・ヒューマンインターフェイスデバイス活用技術について、実生活を模擬した測定に必要なモデ

ルデータを収集した。 

（ⅴ）ヒューマンインタフェース及びコンテンツ領域 

27 クリエイティブ人材の養成   

28 感動を共有するインフラの充実 デジタルシネマの各工程における標準記述方式を定めた。 人と機械との自然な対話に必須である音声認識・合成ソフトウェアを開発した。 

29 
多国間スーパーコミュニケーショ

ンの実現 
旅行会話を想定した、多言語コミュニケーションシステムの最初のプロトタイプを構築した。 

社会還元加速プロジェクトとして、自動音声翻訳の実現にむけた、取組みを検討しており、音声

翻訳技術の高度化をめざして研究開発を進める予定。 

30 
エンハンスト・ヒューマン・インタ

ーフェースの実現 
脳内の情報処理を分析するための基礎的検討を行っている。 脳内の情報処理を分析するための基礎的検討を行っている。 

31 情報の巨大集積化とその活用 
Web 等に存在している必要な情報を効率よく収集しユーザーの望む形式で提供するシステムの

設計・開発を行っている。 

多種多様な情報の中から、必要な情報を的確に検索・解析する技術について設計・開発を行っ

ている。これまで蓄積したWeb情報を、現在だけでなく過去の履歴も考慮したWebページ間のリンク

構造解析を用いて、日本国内の Web ページの自動分類及びその時系列変化追跡等、先進的な Web

解析技術の開発を行った。また、データベースエンジンに非順序型実行原理を用いることにより、デ

ータベースの処理の高速化の検討を進めている。 

（ⅵ）ロボット領域 

32 
家庭や街で生活に役立つロボッ

ト 

サービスロボット分野において、ネットワークで相互に連携し、家庭や街で生活を支援する多機

能なホームロボットの導入を目標とした研究開発が実施されている。例えば、高齢者対応コミュ

ニケーションRTシステムの開発のほか、屋内で3つの異なるタイプのロボットが4つの実験エリ

ア間で連携して動作できることを実証している。 

サービスロボット分野において、ネットワークで相互に連携し、家庭や街で生活を支援する多機

能なホームロボットの導入を目標とした研究開発が実施されている。例えば、高齢者対応コミュ

ニケーション RT システムの開発や、ネットワークロボットの研究開発が進展している。 

33 先端ものづくりのためのロボット
次世代産業用ロボット分野において、柔軟物も扱える生産用ロボットシステムや人間ロボット協

調型セル生産組み立てシステムなど、現実の用途を想定したロボット技術を開発している。 

次世代産業用ロボット分野において、柔軟物も扱える生産用ロボットシステムや人間ロボット協

調型セル生産組み立てシステムなど、現実の用途を想定したロボット技術を開発している。 

34 安全・安心のためのロボット 
特殊環境作業用ロボット分野において、ロボット搬送システム、被災建造物内移動RTシステム、

建設系産業廃棄物処理 RT システムについて開発中である。 

特殊環境作業用ロボット分野において、ロボット搬送システム、被災建造物内移動RTシステム、

建設系産業廃棄物処理 RT システムについて開発中である。 

35 
安全で快適な移動のためのロボ

ット 
ロボット開発に係る事前検討、試作機の製作、実証機の製作等について実施した。 ロボット開発に係る事前検討、試作機の製作、実証機の製作等について開発中である。 

36 
スムーズで直感的な対話が可能

なコミュニケーションロボット 

サービスロボット分野において、ネットワークで相互に連携し、家庭や街で生活を支援する多機

能なホームロボットの導入を目標とした研究開発が実施されている。例えば、高齢者対応コミュ

ニケーションRTシステムの開発のほか、屋内で3つの異なるタイプのロボットが4つの実験エリ

ア間で連携して動作できることを実証している。 

高齢者対応コミュニケーションロボットとして、行動会話統合コミュニケーション RT システムなど

を開発中である。 

37 RT システム統合連携技術 

38 RT モジュール高度化技術 

39 

人間とロボットのインターラクシ

ョン技術（人間・ロボット界面の

科学技術） 

課題 32～35 のロボットを実現するために個々の施策の中で実施されている。 課題 32～36 のロボットを実現するために個々の施策の中で実施されている。 
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重要な研究開発課題 平成１８年度の実施状況 平成１９年度の実施状況 

（ⅶ）研究開発基盤領域 

40 

科学技術を牽引する世界最高水

準のスーパーコンピュータの開

発 

平成 24 年までに世界最高性能を誇るスーパーコンピュータの運用に向けて、理化学研究所が

ハードウェアの概念設計の検討を進めた。文部科学省が平成 18 年 8 月に次世代生命体統合シ

ミュレーションソフトウェアの研究開発の拠点として理化学研究所和光研究所を選定し、同所に

おいて研究を開始した。 

平成24年に世界最高性能を誇るスーパーコンピュータの完成に向けて、理化学研究所がシステ

ムの概念設計を終了し、詳細設計が進んでいると同時に、ナノテクノロジー及びライフサイエン

ス分野でグランドチャレンジアプリケーション開発も進んでいる。 

41 

ネットワークへアクセスすること

により、必要な情報資源を、適切

なコストで調達できる技術 

Web 上の情報を効率よく収集しユーザーの望む形式で提供するシステムの開発において、70 台の

Web クローラ※により収集を行った 50 億の URL について解析を行い世界一の規模を達成した。（※

ウェブ上の文書や画像などを周期的に取得し、自動的にデータベース化するプログラム）学術情報

ネットワーク（SINET/スーパーSINET）により、大学・研究機関が必要とする学術情報基盤を提供し

た。 

学術情報ネットワーク（SINET3）により、大学・研究機関が必要とする学術情報基盤を提供した。 

42 

高付加価値製品の持続的創出

に向けた高性能・低消費電力プ

ロセッサ・システム技術 

情報家電の低消費電力化、高度化（多機能化等）に資する半導体アプリケーションチップの開発

をおこなっている。 

情報家電の低消費電力化、高度化（多機能化等）に資する電力制御可能な低消費電力マルチコ

ア半導体などの半導体アプリケーションチップ技術の開発をおこなっている。 
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